
 

 

 関連する主な分野別計画   関連する他施策の主な分野別計画 

 地域包括ケアシステム構築に向けたロードマップ、生

駒市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、生駒市

障がい者福祉計画  

 

  生駒市自殺対策計画、生駒市人権施策に関する基本計画  

 施策の進捗状況を測る代表的な指標 
 

Ⅰ  Ⅱ Ⅲ  
 【指標名】   【指標名】   【指標名】  

重層的支援会議・支援会議の開催

回数  

困っ たと きに 助け てく れ る 人が

地域の中にいると思う人の割合（市

民実感度調査）  

あいサポーター養成人数（累計）  

策定時の値  

➡  

目標値  

(令和９年度) 

 
策定時の値  

➡  

目標値  

(令和９年度)    

 
策定時の値  

➡  

目標値  

(令和９年度) 

12 回 /年  30 回 /年   42.5％  

（ R5.1）  

46.5％   1,646 人  1,900 人  

 

施策  

地域福祉 
６  

 

令和９年度（ 2027 年度）末に  

めざす状態 
（施策目標）  

誰もに居場所と活躍の場がある地域づくり

が進み、困難に寄り添う支援ができている 

 

 施策の主な方向性 
 

(1) 寄り添った支援体制の構築・拡充  

❶  重層的支援体制整備の促進  

 ８０５０問題やヤングケアラー等、複雑化・複合化する課題を抱える方を支援するため、分野や属

性を超えて関係機関・関係者が連携する体制づくりを進めます。ＩＣＴ等を活用して、関係者間の

情報共有やコミュニケーションの効率化を図り、より質の高い支援に取り組みます。  
 

❷  孤独・孤立対策の強化  

 関係機関等との連携を進め、孤独・孤立の課題を抱える方の支援体制の構築・拡充、実態把握や情

報発信の強化に取り組みます。  
 

 

(2) 地域における支え合い・社会参加の促進  

❶  支え合い活動の促進  

 地域共生社会推進全国サミットの開催等を通じて、地域における支え合いの機運を醸成し、生活課

題や地域課題の解決に、地域で取り組める環境整備を促進します。自治会や民生・児童委員、社会

福祉協議会等の関係機関と役割分担をしながら連携し、多様な活動を支援します。ちょっとした見

守りや声かけ、生活支援等を行う地域福祉の新たな担い手の育成に向けた取組を推進します。  
 

❷  社会参加の仕組みづくり  

 誰もが自身の状況に応じて活躍できるよう、地域活動や生涯学習等の社会参加の仕組みづくりを

促進します。  
 

 

(3) 安心して暮らせる環境づくり  

❶  暮らしを支える取組の推進  

 困難な状況にある方に対して、就労支援・居住支援・学習支援等を実施します。  

 

 

 

 

 

 

 

 市民や事業者ができることの主な取組イメージ   

 ⚫ 分野を超えた多機関が円滑に連携するため、積極的に交流し、顔の見える関係性を作る。  

⚫ ＩＣＴ等の技術を活用して、業務の効率化を進める。  

⚫ 一人ひとりが関心や能力に応じて地域活動を行い、事業者は自身の事業を通じて地域と連携・交流する。 

⚫ ちょっとした見守りや声かけ等、お互いを気にかけあう関係性を地域で作る。  

 

 現状と課題 
 

現状（取組成果）  

  どのような困りごとでも丸ごと受け止める「いこまる

相談窓口」を設置する等、断らない相談支援に向けた体

制整備を行っています。  

  あいサポーター養成講座等、障がいに関する理解の促

進や啓発事業に取り組んでいます。  

  孤独・孤立対策について、幅広い関係機関が連携して必

要な施策を適時に検討、実施する官民連携プラットフ

ォームの整備を進めています。  

  緊急通報システム導入支援事業、高齢者等見守り協力

事業者登録制度等の運用により、高齢者を地域で見守

る体制づくりに取り組んでいます。  

  支える側、支えられる側という関係や分野を超えて多様な人がつながり支え合う「地域共生社会」

の実現に向けて各種取組を進めるとともに、「地域共生社会推進会議」を設置する等、庁内全部局

が連携する体制を整備しています。  

  住民の健康意識の高まりつつあり、住民主体の通いの場が増加している。  

  生活困窮者自立相談支援機関として、生駒市社会福祉協議会内に「くらしとしごと支援センター」

を設置し、さまざまなきめ細かい相談に応じるとともに、必要に応じて支援しています。  

 

主な課題  

  重層的支援体制整備事業に係る情報共有や連絡・調整業務のＩＣＴ化の推進や支援者の育成等、複

雑化・複合化する課題への対応力の向上が必要です。  

  高齢者や障がい者等の居場所の拡大や活躍の場づくりを進めるとともに、継続的な支援に携わる

担い手の確保・育成が課題です。  

  世帯の少人数化に伴う自助力の低下や地域のつながりの希薄化等により、地域において孤立する

リスクのある世帯が増加しています。  

  地域の活動に参画する関心・意欲を持つ住民や事業者、専門職等の増加に向けた取組が必要です。 

  公的支援の狭間になる方の支援方法の検討に向けて、インフォーマルな地域社会資源との連携が

求められます。  

  地域活動への参加意向の高い人へのアプローチや就労的な活動支援を通じた生きがいづくり、支

え合い関係の構築が必要です。  

  多様で複合的な課題のある生活困窮者を支援するため、他機関や他部署との連携が必要です。  

 
参考資料  

ひまわりの集い  


